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小 嶋 祥 三
日本動物心理学会第37回大会(1977)
3) サルの大脳半球の優位性に関する予備的実験
室 伏 靖 子
日本動物心理学会第37回大会く1977)
4) SpreadingDepression を用いたラットの摂水行動
松 浮 哲 郎
日本動物心理学会第37回大会(1977)
5) 行動と認知一行動主義の立場から一
浅 野 俊 夫
異常行動研究会シンポジウム(1977)
6) ハトにおける選択行動




究 滋 ･鈴木 晃
森 梅代1)･足輝点成2)






















































































3) 東 滋 (1977):サルの世界 (1)～(5).地理.31,
32.






2) 鈴木 晃 (1978):詔正村の社会相道における性｡
生物科学,30,29-34.
3) 森明弘 森桁代.岩本俊孝 (1977):串LBの野生ニ
ホンザルの群れにおけるメスの問の項位変動につい
て｡形質 ･進化 ･田在村.今西約司博士古柿記念論

















研 究 活 動
1) ニホンザルのffl田辺伝学的研究
野揮 誹 ･庄武孝義
ニホンザルの血統環白の桐辺を支配する退伝子の変異
をm気泳動法によって検対し.郡内.耶間の変異性を定
良化する｡昨年度までにニホンザル約40が.総個体数約
1,800頭の血絞試料について.27車Eの芯白の稲造を支配
する計30退伝子座の枚累をおこなった｡このデータをも
とにして.統計的検討を加え,父班即位関の錨代の移出
入牢,退伝的変異の散布範囲などについて定見的推定を
おこない,ニホンザルの繋殉桐辺を耶明すべく作文を続
行中である｡これまでの結果をプリマーチス研究会にて
発表した｡
2) Macaca屑サルの系統的相互関係
野揮 誹 ･正式孝義
ニホンザルを含むMacaca周サル各班から採血をおこ
ない.上記 1)と同-の方法によってfE円.和問の氾伝
的変Bq･性を定見化し.それら研けロの氾伝子m成上の丑を
氾伝距離で袈現し.それに放血分類学的手法を通用して
枝分れ図を描く｡それにより和nqの近綜関係.分化時間
の推定等をおこなう作菜を日下続行巾である｡今年度は
新たにアッサムモンキーのff料を入手し,これとアカゲ
ザル.ボンネットモンキーとの阿係を調正し,プt)マ-
テス研究会にて発表した｡
3) こホンザルの先天的四肢符型への氾伝学的アプロー
チ
野河 誹 ･庄武孝義
ニホンザルの数多くの飢付け群に多発する先天的四肢
奇型が迫伝的支配を受けているか石かを明らかにすべく
研wt.が続行されていろ｡壬轄田の奇型出現の家族袋硬性の
データから統計氾伝学的手法を用いて迫伝率の推定をお
こなう他.淡路島野泣公図の協力を得て.交配実験をお
こなっている｡さらに今年度はモンキーセンターとの共
同研究として.宮島から奇形サルを入れ本研究所内で交
配実験を開始した｡
4) 家畜化現象と家畜系統史の研究
野揮 謙 ･庄武孝義
在来諸家畜とそれらの野生原種の退伝学的野外調査に
よって.家畜化現象そのものの集団退伝学的解明と.個
々の家畜環内で地域袋田問の退伝的分化の程度.系統的
相互関係の解明をおこないつつある｡
5) ヒヒ獄の班分化に関する氾伝学的研究
庄武孝義 ･野滞 誹
1975年度の調査に続いて 1977年度にゲラダヒヒとア
ヌビスヒヒの調玉をおこなう予定であったが,現地の政
怖不安定のため延1抑こなった｡1978年度から1979年度に
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